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８．研究実績報告 

「ネットワークＭＴ観測」 
・概要 
 ネットワークＭＴ（ＮＭＴ）観測においては，ＮＴＴ通信用回線を用いて面的な長基線地
電位差観測を行い，105秒に至る長周期の帯域で固定点磁場変動に対する各地電位差変動の
応答関数を決定し，その応答関数から列島スケールの上部マントルに至る大局的な比抵抗
構造を推定する．長基線で地電位差観測を行うため，小スケールの複雑な表層不均質の影
響を無視し得る，Ｓ／Ｎ比が増大する，効率的に面的な観測が行える，などの特長を有す
る． 
・本年度における観測研究 
 歪集中帯を含む中部地方背弧域での，やや広範囲のネットワークMT法観測を継続した．
2007年 8月まで，岐阜県折敷地から長野県遠山に至る１４点での観測を継続した．この観
測によって，石川県七浦から長野県遠山に至る測線での観測が完了した．2007年 8月から
は，その測線の西側に当たる，石川県高松から岐阜県阿木に至る測定を開始した．一方，
2006年 8月より開始した，岐阜県東茂住から鳩ヶ谷に至る跡津川断層に沿う方向の観測を
継続し，2007 年 11 月より，より詳細な構造を求めるための密な電極点分布による観測を
開始した． 
・従来のデータの解析 
 昨年度までに得られた紀伊半島，北海道中東部における成果を論文にすべく準備をおこ
ない，前者については論文として公表し，後者についてはその一部を論文として公表した．
歪集中帯で得られたデータの解析を進め，周波数応答関数を決定すると共に，２次元構造
解析を行った．その結果，跡津川断層南側で下部地殻に低比抵抗帯が認められること，そ
の北側の富山平野に至る地域は上部地殻が高比抵抗となっていることなどが明らかとなっ
り，広帯域 MT 法の結果や地震波速度構造と調和的な構造が得られた．また，跡津川断層
周辺域のデータを用いた３次元解析を行った．この結果，西側の地震頻発帯の円環状の地
震発生帯に対応して低比抵抗が分布していること，東側の地震の少ないところは高比抵抗
となっていること，当地域全体として下部地殻は低比抵抗となっていることが明らかとな
った． 
 
「地殻比抵抗構造精密探査」 
・概要 
 上部下部地殻の詳細な比抵抗構造を推定するため，広帯域ＭＴ（ＷＢＭＴ）観測を実施

する．観測にはフェニックス社の広帯域ＭＴ観測装置（ＭＴＵ５など）を用い，数 100Hz

から数 1000秒の帯域で電磁場間応答関数を求める．各電磁場間応答関数から精密比抵抗構

造を推定する．特に短周期を含む広帯域での連続的な応答関数が求められるため，断層な

どの地殻活動域スケールに対応した詳細な比抵抗構造が決定し得るという特長を有する． 
・本年度における観測研究 
能登半島地震が発生したため，その震源域の構造を決定するため，2007 年 4 月 4 日から

5 月 1 日にかけて 26 点からなる広帯域 MT 法合同観測を実施し，２次元 TM モードインヴァ

ージョンによって比抵抗構造を求めた．その結果，本震下部に低比抵抗領域が存在し，余

震はその領域上部に分布していること，本震と最大余震との間の地震発生が少ない領域が

高比抵抗となっていることなどが明らかとなった． 

・従来のデータの解析 

 富山県高岡市から岐阜県高山市に至る歪集中帯を北北西-南南東にきる測線の２次元解析
の結果をまとめ，論文投稿の準備を行った． 
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